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研究要旨 

【目的】Holter 心電図を用いて、QT 延長症候群の就眠前後と起床前後の QT 時間を検討するのが、

本研究の目的である。【対象と方法】遺伝子診断で LQTS の確定診断のついた 28 例 (LQT1：19 例、

LQT2：5 例、LQT3：2例、LQT7,  LQT1+2：各 1例) に、Holter心電図を用いて CM5 もしくは CRC5

誘導の RR間隔、Q波開始から T 波終末までの時間 (QTe)、Bazett で補正した QTec を自動解析し、

就寝前１時間、就寝後１時間、起床前１時間、起床後１時間の平均 QTe、QTecを比較検討した。 

【結果】就寝前 1時間のQTeは平均 416.9msec、就寝後 1時間のQTeは平均 450.7msecで 33.8±4.0msec

就寝後に延長していた (p<0.001)。起床前 1 時間の QTe は平均 445.5msec、起床後 1時間の QTeは平

均411msecで34.5±5.6msec起床前が延長していた (p<0.001)。就寝前1時間のQTecは平均472.8msec、

就寝後 1時間の QTecは平均 477.1msecで 4.3±2.8msec就寝後に延長していたが有意差は認めなかっ

た (p=0.14)。起床前 1時間の QTec は平均 467.0msec、起床後 1 時間の QTec は平均 467.0msec で、そ

の差は 0.1±2.7msec であり、有意差は認めなかった (p=0.13)。【結論】就寝前後、起床前後 1時間の

QT 時間の変異を検討した結果では、QT 時間の延長は認めるものの、QTcには有意差がなく、これ

は心拍数に依存した QT 時間の延長と考えられた。 

 

A. 研究目的 

QT 延長症候群 (LQTS) は torsade de pointes 

(TdP)、心室細動 (VF) を起こし、突然死する可

能性のある遺伝性不整脈疾患である。不整脈を

起こす状況は LQT1 では運動、水泳中が多く、

LQT2 では驚愕、LQT3では睡眠中が多いとされ

る。しかし、Holter心電図を用いた 1日の継続

的な QT 時間の検討を行った報告はない。Holter

心電図を用いて、QT 延長症候群の就眠前後と

起床前後の QT 時間を検討するのが、本研究の

目的である。 

【対象と方法】今までに分担研究者が経過観察

している QT 延長症候群で、Holter心電図を記

録した症例の就寝前、就寝後、起床前、起床後

の QT 時間、QTc 時間を後方視的に検討した。 

 

 

B. 研究方法 

Holter心電図を記録した 29名の QT延長症候

群中、遺伝子診断がついたものが 28例 (97%)

であり、この内 LQT1が 19 例 (68%)、LQT2が

5例 (18%)、LQT3が 2例 (7%)、LQT7,  LQT1+2

が 1例 (4%) であった。これらの Holter心電図

を後方視的に検討した。使用した Holter心電図

はスズケン社製 Kenz Cardy 303 pico で CM5 も

しくは CRC5 誘導の RR間隔、Q波開始から T

波終末までの時間 (QTe)、Bazett で補正した

QTecを自動解析し、就寝前 1時間、就寝後 1 時

間、起床前 1時間、起床後 1 時間の平均 QTe、

QTecを比較検討した。 

 統計学的検討は JMP ®14.2 を用い、対応のあ

る 2群間の T検定を行い、P<0.05を有意とした。 
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（倫理面への配慮） 

 患者情報はそれぞれの施設で匿名化され、厳

重に管理され、外部に漏洩することはない。 

 

C. 研究結果 

1. 就寝前後の QTe時間 

就寝前 1 時間の QTe は平均 416.9msec、就寝後

1 時間の QTe は平均 450.7msec で 33.8±4.0msec

就寝後に延長していた(p<0.001)。(図 1) 

 

図 1 就寝前後の QTe時間 

 

2. 起床前後の QTe時間 

起床前 1 時間の QTe は平均 445.5msec、起床後

1時間の QTeは平均 411msecで 34.5±5.6msec 起

床前が延長していた(p<0.001)。(図 2) 

 

図 2 起床前後の QTe時間 

 

 

3. 就寝前後の QTec時間 

就寝前 1 時間の QTec は平均 472.8msec、就寝

後1時間のQTecは平均 477.1msecで 4.3±2.8msec

就寝後に延長していたが有意差は認めなかった

(p=0.14)。(図 3) 

 

図 3 就寝前後の QTec時間 

 

4. 起床前後の QTec時間 

起床前 1 時間の QTec は平均 467.0msec、起床

後 1時間の QTecは平均 467.0msec で、その差は

0.1±2.7msec であり、有意差は認めなかった

(p=0.13)。(図 4) 

 

図 4 起床前後の QTec時間 

 

5. QTe、QTecの日内変動 

LQT1 では日中の QTeは長く、就寝前に短縮

し、就寝中の QTeは長くなる。しかし QTecは

就寝前後、起床前後で変化しないことがわかっ
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た。しかし日中は QTe、QTec 共に延長していた。

(図 5) 

 

図 5 LQT1の QTe、QTecの日内変動パターン 

 

これに対し、LQT3では日中に比し、夜間の

QTeは若干延長するものの、QTec には変化がな

かった。 

 

図 6 LQT3の QTe、QTecの日内変動パターン 

また、記録された Holter 心電図には不整脈を

認めたものはいなかった。 

 

D. 考察 

今回睡眠前後を中心とした QT 時間の検討を

行った。就寝後 1時間、起床前 1時間では就寝

前 1時間、起床後 1時間に比して QT 時間が延

長していたが、QTc時間は変動がなく、この QT

延長は徐脈に伴う QT 延長が原因と考えられた。

本来は LQT1、LQT2、LQT3 それぞれの睡眠前

後の QT の変化を検討したかったが、症例数が

少なくこの検討は出来なかった。 

LQT1 の典型例では日中の QTeは長く、就寝

前に短縮し、就寝中の QTeは長くなる。日中は

QTecは延長しているが、就寝前後、起床前後で

変化しないことから、就寝前後、起床前後の QTe

の変化は心拍依存性と考えられる。しかし日中

は QTe、QTec共に延長しており、これは交感神

経緊張に伴う QT 延長と考えられる。 

LQT1 は IKsのチャネル変異により、正常では

心拍増加時に短縮すべき QT 時間が短縮せず、

運動時に QT が延長する 1)。 

LQT2 は IKrのチャネル変異であり、運動開始

時のおおよそ心拍数 100前後までの QT の短縮

が起こらないが、その後心拍数が 100を越える

と QT の短縮が認められ、これが運動回復期に

も続く 1)。 

LQT3 は SCN5Aのチャネル変異であり、運動

や心拍数増加により QT 時間は短縮する。 

Holter 心電図を用いた検討では、LQT1、LQT2、

LQT3などの遺伝子変異が検出された LQTでは

上室頻拍が30例中15例 (50%) に検出されたと

の報告もあるが 2)、今回の Holter 心電図の記録

ではこれらの不整脈は記録されていなかった。 

 

E. 結論 

就寝前後、起床前後 1 時間の QT 時間の変異

を検討した結果では、QT 時間の延長は認める

ものの、QTc には有意差がなく、これは心拍数

に依存した QT 時間の延長と考えられた。 
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